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六哨艇東部の誕生

昭和24年11 月 11 日、六甲高校サ ッ カ一部。 後列左より、平本 • 谷田・ 水谷・小椋 • 久島 • 本地

中列左より、松浦• 藤岡 · 由谷

前列左より、宮原・臼井• 小倉• 安田

11人の船出 た。

米軍の影響もあってか野球部が数あ

る運動部の中の花形でなにかにつけ脚

懐かしい友、小椋君よりそれこそ何 光を浴びていたが残念ながらヨーロッ

十年ぶりの電話をもらったのが、 4 月 パ南米では盛んであったサッカ ーは若

14 日の事である 。 お互いの近況や旧友 者の間では今一つ人気がなく我が母校

の消息等の会話を楽しんだ後、突然彼 にもサッカーなるチー ムは存在してい

より母校六甲の蹴球部の創立50周年を なかった 。 今にして思えば恐らくヨ ー

迎えるに当たり、 一筆投稿せよとのリ ロ ッ パ出身の多い先生方やブタ コ ッ ク

ク エストである 。 その上、キャプテン さんは野球などよりサ ッ カーの方がず

であった ー名ばかりのキャプテン 一 そ 一 つ と面白いのにと心ひそかにサ ッ カ

れも初代のキャプテンであった君の義 一部の誕生を鶴首していたに違い な

務でもあると云う 。 もともと作文なる い。 そこに少しへそまがりなグループ

ものが最も苦手である小生ゆえ、とん が野球部に対抗意識を燃やしてつくっ

でもないと固辞したが、結局口説かれ たのが六甲における蹴球部の誕生であ

て書くことをお引き受けすることにし る 。
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このグループの面々は宮原、小椋、小

倉、安田、谷田、臼井、藤岡の諸公に

筆者を加えて 7 期生の 8 名である 。 こ

れに当時のサ ッ カーの名門神戸高校か

ら転校してきた名選手松浦君ら下級生

の参加をえてやっ と 11名にして船出し

たのが昭和23年のことであった 。 我々

8 名の中でサ ッ カーに最も熱中したの

は谷田君でまさに好きこそ物の上手な

れで我々チームのポイントゲ ッタ ーは

谷田•松浦の両君であったと記憶 して

いる 。 守備面ではボールデンこと宮原

君が長身を生か しての名ゴールキーパ

ーとして鳴らしたものである 。 この攻

守のまとめ役で常に冷静なプレ ーぶり

を発揮したのが小椋君であり、またこ



昭和24年9月 1 1 日 、国体サッカー兵庫県予選。 於、西宮グラウンド

の生まれたてのチームを陰になり日向

になり応援してくれたのがかの有名な

六甲名物ブタコックさんである 。 ゴル

ファーのスタ ッ ドラーの様な巨漢で一

見すごく怖そうにみえるが心の優しい

ブタコ ッ クさんは練習の時は声を大に

して激励してくれ試合ともなれば常に

応援にかけつけてくれた心底サ ッ カー

を愛した御仁で我々蹴球部の心の支え

であ ったと思うのは小生一人ではない

と思う 。 このブタコ ッ クさんが誰より

もチームメートの中で好きだ っ たの

が、安田君である 。 この安田君はまれ

にみる健脚の持ち主で何回目の強歩大

会か忘れたが有馬越えの60Kmのコー

スを 3 時間そこそこで完走し 2 位を大

きく引き離し見事優勝したため、これ

で当時の体操の増田先生がサッカ 一部

の存在を大いに評価してくれたもので

ある 。 その増田先生もブタコ ッ クさん

も既に他界されて久しいがいつも天国

で六甲のサ ッ カ一部を見守ってくれて

いると思う 。 創部最初の公式試合を母

校の一番上のグラ ウンドで伊丹高校を

相手に対戦し 1 対 0 で勝利をおさめた

と記憶しているがそれから今まで母校

のサ ッ カ一部は何試合ぐらいしている

のだろうか、また戦績はどうなんだろ

うかと、機会あれば知りたいものだと

思っている 。

筆者はその昔、 職業柄ハ ンブル ク 、

ロンドン、ミラノと駐在を経験したが、

これら大都市には各々伝統のある古い

サ ッ カーチームがあ り他の都市チーム

との試合が行われる度に随分熱狂して

応援したものである 。 矢張り自分が学

生時代に少しでもやっ た事のあるス ポ

ーツには特別に魅力を感ずるもので試

合の都度に興窟していたことを覚えて

いるが現地のサ ッ カ ー フ ァンの熱狂ぶ

りは日本のプロ野球フ ァ ンの比ではな

く 言葉は悪いが全 く ク レー ジーとしか

言い様のない程である 。 それだけサ ッ

カーには男の血を湧かせる何ものかが

あるのではなかろうか。 来年には日本
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にも プロのサ ッ カーリーグが誕生する

と聞いているし、これからわが国でも

益々サ ッ カーは盛んになる事間違いな

いと思う 。 サ ッ カーを通じて得る精神

的 ・ 肉体的プラスは人生の至る所で役

立つものである 。

最後に先輩として母校サ ッ カ一部の

創立50周年を迎えるに当た り心よ り お

祝い申し上げると共にサ ッ カ一部の今

後の益々の発展を祈ってやまない。

［水谷 五郎］

サ ッ カ一部'~ 、 第 7 回競歩大会でも大活躍。


